
中城村高齢者大学～元気はつらつ大学～が開講しました。 �

第一回は、女性漫才師「泉＆やよい」を講師に迎え、笑

いと健康について学びました。 

第
12
回
沖
縄
県
中
学

生
空
手
道
選
手
権
大

会
で
中
城
中
学
校
男

子
が
団
体
組
手
で
優
勝
、

団
体
形
で
も
準
優
勝

と
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
た
。
全
国
大
会

の
切
符
を
手
に
し
た

キ
ャ
プ
テ
ン
の
與
那
覇

朝
和
く
ん
は
「
普
段

ど
お
り
の
試
合
を
心

が
け
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。
 
�

中
体
連
で
も
男
子
優
勝
、

総
合
で
３
位
と
い
う

成
績
を
収
め
て
い
る
。
�

中
部
南
保
護
区
保
護
司
会
中
城
支

部（
末
吉
廣
志
会
長
）は
７
月
１
日
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
協
力

に
つ
い
て
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
新
垣
中
城
村
長
に
伝
え
た
。
 
�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、す

べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
少
年

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
置
い
て
力
を
合

わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。
 
�

近
年
深
刻
化
し
て
い
る
少
年
非
行
防

止
を
重
点
に
、７
月
を
強
化
月
間
と

し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
�

７
月
２
日
か
ら
行
わ
れ
た

全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
選
手
権
（
沖
縄
）

大
会
に
お
い
て
、
中
城
中

学
校
が
女
子
４
百
ｍ
リ
レ

ー
で
県
一
位
に
輝
い
た
。
記

録
は
52
秒
84
。
�

金
城
千
洋
他
４
選
手
。
�

「
け
が
な
ど
で
、満
足
に
練

習
が
出
来
な
い
時
も
あ
っ

た
が
、沖
縄
一
に
な
り
た
い

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
頑

張
っ
て
き
た
」
と
は
話
し
た
。
�

ま
た
、３
年
女
子
百
ｍ
、共

通
女
子
円
盤
投
げ
で
３
位

と
な
っ
て
い
る
。
�

子
育
て
の
中
で
は
難
し
い
時
期

に
あ
る
思
春
期
の
子
ど
も
た

ち
と
、ど
の
よ
う
に
向
き
合
え

ば
良
い
か
を
考
え
る
講
演
会

が
７
月
10
日
、吉
の
浦
会
館
で

行
わ
れ
た
。
�

講
師
は
村
福
祉
保
険
課
の
保

健
士
、照
屋
淳
さ
ん
と
比
嘉
昌

子
さ
ん
。
�

偏
っ
た
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る

現
状
が
報
告
さ
れ
、生
き
る
力

を
育
む
た
め
に
も
性
に
つ
い
て

大
人
が
き
ち
ん
と
語
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
�

東
盛
学
対
家
庭
・
地
域
部
会

会
長
は
「
性
問
題
に
つ
い
て
は

人
任
せ
と
い
う
現
状
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
話

し
た
。
�

夏
の
交
通
安
全
運
動
の
出
発
式
が
７
月
11
日

吉
の
浦
会
館
で
行
わ
れ
た
。
�

村
立
第
一
保
育
所
の
園
児
等
に
よ
る
か
わ
い
い

演
技
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
、国

道
３
２
９
号
線
の
Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
給
油
所
前

交
差
点
で
交
通
安
全
関
係
の
看
板
を
掲
げ
通

行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
る
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
作
戦
も
実
施
さ
れ
た
。
�



　
５
月
１５
日
、去
る
沖
縄
戦
で

焼
失
し
復
活
が
待
ち
望
ま
れ
て

い
た
添
石
の
旗
頭
が
、長
年
の
時

を
経
て
復
活
し
た
。�

　
文
献
な
ど
資
料
も
な
く
当
時

を
知
る
人
の
話
を
す
り
合
わ
せ
、

手
探
り
で
復
元
に
あ
た
っ
た
。�

　
添
石
青
年
会
は
、昨
年
１１
月

か
ら
週
３
回
、首
里
金
城
町
の

「
麒
麟
草（
チ
リ
ン
ト
ゥ
）の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
に
指
導
を
仰
ぎ
、練

習
を
積
み
重
ね
て
き
た
。�

　
５
月
１５
日
、公
民
館
と
各
拝

所
で
入
魂
式
を
行
っ
た
後
、「
楽

太
平
」
、「
五
穀
豊
穣
」
と
書
か

れ
た
旗
を
担
ぎ
、力
強
い
掛
け

声
と
ド
ラ
や
太
鼓
、爆
竹
を
鳴

ら
し
な
が
ら
区
内
を
練
り
歩
き
、

区
民
に
披
露
さ
れ
た
。�

　
保
存
会
に
よ
る
と
、「
五
穀
豊

穣
」は
農
作
物
の
豊
作
を
祈
願
し
、

「
楽
太
平
」
は
区
民
の
和
、安
全

を
願
い
協
同
精
神
を
も
っ
て
共

に
恒
久
に
平
穏
な
暮
ら
し
を
意

味
す
る
。
特
徴
あ
る
稲
穂
と
昇

り
竜
の
飾
り
部
分
は
、豪
華
な

漆
塗
り
の
飾
り
板
と
な
っ
て
復

活
し
た
。�

　
ま
た
、児
童
公
園
で
開
か
れ

た
旗
頭
祭
り
に
は
３
０
０
名
を

超
え
る
区
民
や
地
元
出
身
者
が

参
加
し
、多
く
の
催
し
物
を
楽

し
ん
だ
。フ
ィ
ナ
ー
レ
は
伝
統
行

事
の
綱
引
き
が
参
加
者
全
員
で

行
わ
れ
、賑
や
か
に
祭
り
を
締
め

く
く
っ
た
。�

　
旗
頭
の
復
元
は
、添
石
の
先

人
た
ち
が
築
い
て
き
た
民
族
文

化
の
継
承
に
大
き
く
貢
献
し
、

自
治
会
の
繁
栄
と
融
和
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
団
結

に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。�

　
旗
頭
は
、本
来
は
、旧
の
７
月

１７
日
に
行
わ
れ
、区
の
繁
栄
を

祈
願
し
た
年
中
行
事
の
中
で
は

一
番
大
き
な
祭
り
で
あ
り
、今
年

の
盆
に
は
、ま
た
威
勢
の
良
い
掛

け
声
が
聞
こ
え
そ
う
だ
。�

　
３
月
３１
日
、村
次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域

協
議
会（
安
次
富
浩
会
長
）は
新
垣
村
長
に「
と

よ
む
中
城
子
育
て
プ
ラ
ン
―
中
城
村
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
―
」を
答
申
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
計
画
は
、「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
」に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ
、中
城
村
に
お
け

る
少
子
化
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
健
全
育
成
を

図
る
こ
と
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
必
要
な
子
ど
も

を
生
み
・
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。�

　
計
画
で
は
次
の
６
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

平
成
１７
年
か
ら
平
成
２１
年
ま
で
の
５
年
間
実
施

し
て
い
き
ま
す
。�

　
村
財
政
状
況
が
国
の
三
位
一
体

改
革
等
に
よ
り
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
た
め
、行
財
政
改
革
を

推
進
し
財
政
健
全
化
を
図
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。�

　
新
垣
村
長
は
、３
月
２２
日
に「
議

会
議
員
の
定
数
見
直
し
及
び
農

業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
見
直

し
」
に
つ
い
て
、内
外
の
学
識
経
験

者
や
団
体
代
表
８
名
で
構
成
さ
れ

る
村
行
政
検
討
委
員
会
へ
諮
問

を
行
い
ま
し
た
。�

　
検
討
委
員
会
は
、中
城
村
の
財

政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
等
の
資

料
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、５
 

月
３１
日
新
垣
村
長
に
答
申
を
行

い
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
を
受
け
、新
垣
村
長

は
村
議
会
６
月
定
例
会
で
９
 

月
に
選
挙
が
行
わ
れ
る
農
業
委

員
の
選
挙
定
数
を
こ
れ
ま
で
の
１６
 

名
か
ら
１０
名
へ
削
減
す
る
案
を
提

出
し
、最
終
本
会
議
の
６
月
１７
日
、

全
会
一
致
で
削
減
す
る
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。�

　中城村行政検討委員会（比嘉堅会長）は
５月３１日、新垣村長から諮問のあった「議会
議員の定数の見直し及び農業委員会の委員
の定数の見直し」について慎重に審議した
結果を答申しました。�
　それを受け、新垣村長は、６月に開かれた
村議会定例会で農業委員会の委員の定数
をこれまでの１６人から１０名に削減する案を
提出し可決されました。�

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

母
性
並
び
に
乳
幼
児
等
の
健
康
の

確
保
及
び
増
進

子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長

に
資
す
る
教
育
環
境
の
整
備

子
ど
も
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
推
進

特
に
配
慮
が
必
要
な
世
帯
へ
の
き

め
細
か
な
取
り
組
み
の
推
進

１２３４５６

　将来的には財政状況等を見守りつつ議員報酬及び費
用弁償等の見直しを行い、議会議員活動の活性化を図る
べきである。�

　従来２０名の委員で各地域への農政サービスを行って
おり、定数減することでサービス低下にならないように農業
委員協力員制度等を導入する必要がある。�



　
昨
年
の
十
月
に
、
友
好
交
流

町
村
と
し
て
宣
言
を
交
わ
し
た

千
葉
県
飯
岡
町
と
の
児
童
交
流

が
六
月
十
日
に
行
わ
れ
た
。
�

　
飯
岡
町
は
、七
月
に
近
隣
四
市

町
村
で
合
併
し
、新
た
に
旭
市
と

な
る
。
仲
條
飯
岡
町
助
役
は
「
合

併
後
も
児
童
生
徒
の
交
流
だ
け

で
な
く
幅
広
く
地
域
の
交
流
を

深
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

新
垣
中
城
村
長
も
「
今
後
と
も

交
流
事
業
を
と
お
し
て
益
々
絆

を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。
�

　
飯
岡
小
学
校
の
山
崎
雅
史
く
�

ん
は
「
沖
縄
に
行
く
こ
と
を
毎
日

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
持
ち
帰
り
た
い
」
、

中
城
小
学
校
の
大
城
旭
司
く
ん

は
「
四
ヶ
月
前
に
飯
岡
町
を
訪
れ
、

皆
さ
ん
に
会
っ
た
こ
と
が
昨
日
の

こ
と
の
よ
う
に
思
う
。
楽
し
い
思

い
出
を
家
族
や
友
だ
ち
に
お
み
や

げ
と
し
て
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
再
会
を
喜
ん
だ
。
�

　
飯
岡
町
の
児
童
等
は
、
平
和

祈
念
資
料
館
を
見
学
し
た
後
、

村
内
両
小
学
校
を
訪
れ
た
。
二

日
目
は
、
中
城
城
跡
や
嘉
手
納

飛
行
場
な
ど
訪
れ
三
日
間
の
日

程
を
終
え
た
。
�

村
役
場
で
は
、六
月
一
日
付

け
で
職
員
の
採
用
が
あ
り
ま

し
た
。
�

　
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
�

六
月
一
日
付
け
で
建
設
経
済

課
に
配
属
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
宮
城
正
也
で
す
。
�

　
先
輩
方
の
お
力
を
お
借

り
し
な
が
ら
色
々
と
学
び
、

地
域
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
�

宮城 正也（建設経済課）�

　平成１７年４月以降に免除申請

を行う場合の所得基準は右のと

おりとなります。なお、申請者ご本

人のほか、配偶者及び世帯主の

方も所得基準の範囲内である必

要があります。�
�
※平成１７年４月～６月分の免除申請
については、前々年（平成１５年）の所
得で審査します。�

◎保険料の免除を受けるためには、毎年申請が必要です。�
◎免除の申請が遅れると、申請日前に生じた不慮の事故や病気による障害について、障害基礎年金を受け取
ることができない場合があります。�
◎保険料免除の申請先は、住民登録をしている市区町村の国民年金担当窓口です。�

全額免除された期間は、保険料を全額納
付したときに比べ、年金額が1/3として計算
されます。�

半額免除された期間は、保険料を全額納付し
たときに比べ、年金額が２／３として計算されます。�

所得が以下の計算式で計算した金額
の範囲内であること�
〈計算式〉�
（扶養親族等の数＋1）×35万円＋22万円�

全額免除�
のめやす�

所得が以下の計算式で計算した金額
の範囲内であること�
〈計算式〉�
118 万円＋扶養親族等控除額＋�
社会保険料控除額等�

半額免除�
のめやす�



沖縄県
中城村
長之印

村  税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村  債
一 時 立 替 金
一 時 借 入 金

計
予 算 額
収 入 比 率

1,073,885 千円�
82,468 千円�
3,274 千円�
457 千円�
100 千円�

114,076 千円�
37,360 千円�
14,895 千円�
26,668 千円�

1,371,342 千円�
1,566 千円�
1,549 千円�
55,659 千円�
411,177 千円�
267,198 千円�
1,288 千円�
0 千円�

425,400 千円�
337,554 千円�
37,064 千円�
396,400 千円�
50,000 千円�
244,000 千円�

4,953,380 千円�
5,611,279 千円�
　 　88.3 %

予算現額�
1,078,422 千円�
支出済額�
619,293 千円�

（　　）内は執行率�

（57.4％）�

（100.0%）�

（0％）�

（73.8％）�

（99.7％）�

（2.1％）�（100.0％）�

（61.4％）�

（97.2％）�

（95.5％）�

（66.3％）�

（92.0％）�

国民健康�
保険事業�

老人保健�
会　　計�

土地区画�
整理会計�

下 水 道�
会　　計�

4,908,819 千円�

30,714 ㎡

292,073 ㎡

753,832 千円�
3,798 千円�

収入計�

（単位：千円）�

1,810,0951,831,291 89.4％�1,636,741

1,149,9701,407,185 82.8％�1,165,753

316,847349,740 67.5％�236,160

1,004,2741,624,788 55.0％�893,159

91,501390,268 98.8％�475,911

119,654385,631 96.2％�486,220支出計�

水
道
事
業�

（収入済額）�

予算現額�
120,107 千円�
支出済額�
110,513 千円�

予算現額�
4,467 千円�
支出済額�
4,467 千円�

予算現額�
10,472 千円�
支出済額�
225 千円�

予算現額�
213,652 千円�
支出済額�
213,652 千円�

予算現額�
829,297 千円�
支出済額�
549,607 千円�

予算現額�
6 千円�
支出済額�
0 千円�

予算現額�
426,079 千円�
支出済額�
414,322 千円�

予算現額�
1,031,199 千円�
支出済額�
761,213 千円�

予算現額�
1,149,575 千円�
支出済額�

1,097,725 千円�

予算現額�
466,699 千円�
支出済額�
465,172 千円�

予算現額�
281,284 千円�
支出済額�
172,629 千円�

　中城村の財政事情書の作成及び公
表に関する条例に基づく平成16年度
下半期の財政事情を別紙のとおり公
表します。�

 「財政公表」は、村の財政がどのように運
営されているかを知っていただくために、
年２回公表されるものです。ここでは、村
予算の歳入歳出執行状況を中心に、村
有財産の状況などが明らかにされています。�
　今後とも村民のみなさんの村政へのご
理解とご協力をお願い致します。�

平 成17年５月27日�
　　　中城村長　 新垣清徳�





〒900-0029�
那覇市旭町116-30   自治会館5階�
(財)消防試験研究センター沖縄県支部�

試験日�
　平成17年8月28日�
　午前10時開始�
試験の種類�
　甲種（特類、第１～第５類）、�
　乙種（第１～第７類）�
試験会場　�
　沖縄国際大学他�
願書受付�
　7月19日～7月25日�
【お問い合わせ】�

消防設備士試験� 放送大学学生募集�

入国警備官採用試験�

　中城村では、７月下旬より村
役場にて受付を予定しておりま
すが、前回請求者及び新規対象
ご遺族あて、請求受付について
のご案内を７月中旬より順次行
います。村役場福祉保険課から
の通知をお待ち下さるようお願
いいたします。�
【お問い合わせ】�

電話�895-2131（261）�
村役場福祉保険課�

　戦没者等の死亡当時のご遺族�
で平成17年４月１日において、
公務扶助料や遺族年金等を受け�
る方がいない場合に、第８回特�
別弔慰金が支給されます。�
　対象となるご遺族は次の順番�
による先順位のご遺族一人です。�
１．弔慰金の受給権者�
２．戦没者の子�
３．戦没者と生計を有しかつ戦�
　　没者と氏が同じである�
　①父母、②孫、③祖父母、�
　④兄弟姉妹�
４．前記３ 以外の�
　①父母、②孫、③祖父母、�
　④兄弟姉妹�
５．前記１～４以外のご遺族で
　　戦没者等の死亡時まで引き
　　続き１年以上生計関係を有
　　していた三親等以内の親族�

法務省福岡入国管理局那覇支局�
〒900-0022�
那覇市樋川1-15-15�
那覇第一地方合同庁舎�

【受験資格】�
　昭和57年4月2日～昭和63年4
月1日生まれのもの�
【採用予定数】�
　約100名（採用予定数は、平
成17年6月現在のものであり、
変動する場合もあります）�
【受付期間】�
●郵送又は持参�
　7月19日～8月2日�
●インターネット�
　7月19日～7月26日　17:00まで�
http://www.jinji-shiken.jp/�
moushikomi-s34.html/�
【試験日程】�
　9月25日   教養試験・作文試験�

請求期限�
平成20年3月31日�





　
中
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
及
び
レ
ク
大
会
が
６
月
29

日
、吉
の
浦
会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。こ
の
日
参
加
者

は
3
3
0
名
と
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
。�

　
大
会
で
は
、会
長
よ
り
会
務
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、

仲
座
盈
助
氏（
高
額
寄
付
）と
新
垣
友
祺
氏（
高
額
物

品
寄
贈
者
）に
感
謝
状
、新
垣
栄
喜
氏
、新
垣
盛
吉
氏
、

比
嘉
ヨ
シ
子
氏
の
３
名
が
特
別
功
労
者
と
し
て
、優
良

ク
ラ
ブ
に
は
伊
舎
堂
老
人
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ
た
。�

　
か
ぎ
や
で
風
で
幕
開
け
し
た
レ
ク
部
門
で
は
、各
支

部
、各
単
位
ク
ラ
ブ
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

た
。こ
の
日
の
発
表
の
た
め
に
ど
の
支
部
も
連
日
の
猛

特
訓
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
。最
後
は
全
員
参
加
の
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
で
盛
り
上
が
り
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。�

　６月20日、津覇小学校で不審者の校内侵入を想定した避難

訓練が行われた。侵入者にふんした宜野湾署署員が刃物を

持って児童玄関に侵入すると、職員が警察に通報し、校内ア

ナウンスで避難を指示した。凶器を振り回す不審者に、教師等

は、ほうきやいすを手に立ち向かい、児童にけがをさせない対

処法を学んだ。�

　児童等も教師の指示に従い速やかに体育館に避難し、訓

練は終了した。体育館では、宜野湾警察署の警官から校外で

不審者にあった場合、①すぐに逃げること、②近くの大人に知

らせることなども指導された。�

　６月８日と９日の両日、発電所予定地周辺（久場・泊地区）における地

域振興計画について住民説明会が行われた。�

　第３次総合計画、都市マスタープランと整合性を図り、これまでの中

城村の地域づくりや広域的に見た地域の特性、主要課題等をふまえ、

海岸沿い散歩道整備計画や発電所立地周辺に緩衝緑地を形成、また、

交流拠点やエネルギー関連ゾーン、地域と中城城跡を結ぶ散策ルート

を設けるなど豊かな自然と歴史的環境を活かし、都市的土地利用を

計画的に推進していくことが説明された。�

　その他、吉の浦火力発電所の建設計画について、沖縄電力から説

明があり、平成１４年の環境影響評価方法書からの変更箇所につい

て説明があった。�

　また、同内容は、７月４日から８月３日まで環境影響評価準備書の縦覧

で一般に公開。７月17日には吉の浦会館で村民に説明会を開催した。�

　
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
結
成
当
初
か
ら
50
年
の
長
年
に

わ
た
り
地
域
の
生
活
改
善
に
貢
献
し
た
と
し
て
、新
垣

ヨ
シ
さ
ん（
和
宇
慶
）が
沖
縄
県
農
山
漁
村
生
活
研
究

会（
安
里
千
恵
子
会
長
）よ
り
表
彰
さ
れ
た
。�

　
新
垣
ヨ
シ
さ
ん
が
グ
ル
ー
プ
に
加
入
し
た
当
初
は
戦

後
の
貧
し
い
時
期
で
あ
り
、他
人
の
生
活
を
改
善
す
る

余
裕
な
ど
持
て
な
い
時
代
で
あ
っ
た
が
、「
自
分
が
や
ら

な
け
れ
ば
、と
い
う
思
い
で
活
動
を
続
け
て
き
た
」
と
50

年
の
年
月
を
振
り
返
っ
た
。�

　
新
垣
村
長
は「
新
垣
さ
ん
の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
、中
城
村
民
の
誇
り
で
も
あ
る
。今
後
も
生

活
研
究
会
の
一
員
と
し
て
後
輩
の
育
成
に
努
め
て
下
さ

い
」と
受
賞
を
喜
ん
だ
。�

　６月21日、高齢者大学～元気はつらつ大学～の開講

式が行われた。この事業は、健康づくりの一環として国

民健康保険加入者で60歳から70歳の方を対象に半

年間開講される。�

　第１回目は、女性漫才コンビ泉＆やよいを講師に「笑

って、ちゃーがんじゅう」をテーマとして講座が開かれた。�

　笑いには、心身ともに様 な々効果があることが医学的

にも注目されており、身体が活性化され免疫力が高まる

と言われている。その笑いに注目して、プロの２人に笑う

ツボを教わった。「日常生活の中で、笑うことを意識す

れば、何でも楽しくなる」と２人は話した。�

　得意のコントで受講生の心をつかんだ後、実際に課題が与えられ、受講生はコントづくりに四苦八苦しながらも短

時間で発表まで行った。短時間で予想以上の出来栄えに、プロの２人も顔負け。講座が終わる頃には受講生一同

は「健康になったみたいさぁー」と誰もが声を揃えて話した。�

　講座参加者は30名で、来年１月までに中城村の歴史やパソコン講座、スポーツ、暮らしの法律など15回の講座が

予定されている。�



中城村高齢者大学～元気はつらつ大学～が開講しました。 �

第一回は、女性漫才師「泉＆やよい」を講師に迎え、笑

いと健康について学びました。 

第
12
回
沖
縄
県
中
学

生
空
手
道
選
手
権
大

会
で
中
城
中
学
校
男

子
が
団
体
組
手
で
優
勝
、

団
体
形
で
も
準
優
勝

と
素
晴
ら
し
い
成
績

を
収
め
た
。
全
国
大
会

の
切
符
を
手
に
し
た

キ
ャ
プ
テ
ン
の
與
那
覇

朝
和
く
ん
は
「
普
段

ど
お
り
の
試
合
を
心

が
け
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。
 
�

中
体
連
で
も
男
子
優
勝
、

総
合
で
３
位
と
い
う

成
績
を
収
め
て
い
る
。
�

中
部
南
保
護
区
保
護
司
会
中
城
支

部（
末
吉
廣
志
会
長
）は
７
月
１
日
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
協
力

に
つ
い
て
法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
新
垣
中
城
村
長
に
伝
え
た
。
 
�

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、す

べ
て
の
国
民
が
、犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
少
年

た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
置
い
て
力
を
合

わ
せ
、犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。
 
�

近
年
深
刻
化
し
て
い
る
少
年
非
行
防

止
を
重
点
に
、７
月
を
強
化
月
間
と

し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
�

７
月
２
日
か
ら
行
わ
れ
た

全
日
本
中
学
校
通
信
陸

上
競
技
選
手
権
（
沖
縄
）

大
会
に
お
い
て
、
中
城
中

学
校
が
女
子
４
百
ｍ
リ
レ

ー
で
県
一
位
に
輝
い
た
。
記

録
は
52
秒
84
。
�

金
城
千
洋
他
４
選
手
。
�

「
け
が
な
ど
で
、満
足
に
練

習
が
出
来
な
い
時
も
あ
っ

た
が
、沖
縄
一
に
な
り
た
い

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
頑

張
っ
て
き
た
」
と
は
話
し
た
。
�

ま
た
、３
年
女
子
百
ｍ
、共

通
女
子
円
盤
投
げ
で
３
位

と
な
っ
て
い
る
。
�

子
育
て
の
中
で
は
難
し
い
時
期

に
あ
る
思
春
期
の
子
ど
も
た

ち
と
、ど
の
よ
う
に
向
き
合
え

ば
良
い
か
を
考
え
る
講
演
会

が
７
月
10
日
、吉
の
浦
会
館
で

行
わ
れ
た
。
�

講
師
は
村
福
祉
保
険
課
の
保

健
士
、照
屋
淳
さ
ん
と
比
嘉
昌

子
さ
ん
。
�

偏
っ
た
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
る

現
状
が
報
告
さ
れ
、生
き
る
力

を
育
む
た
め
に
も
性
に
つ
い
て

大
人
が
き
ち
ん
と
語
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た
。
�

東
盛
学
対
家
庭
・
地
域
部
会

会
長
は
「
性
問
題
に
つ
い
て
は

人
任
せ
と
い
う
現
状
を
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
話

し
た
。
�

夏
の
交
通
安
全
運
動
の
出
発
式
が
７
月
11
日

吉
の
浦
会
館
で
行
わ
れ
た
。
�

村
立
第
一
保
育
所
の
園
児
等
に
よ
る
か
わ
い
い

演
技
で
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
た
ほ
か
、国

道
３
２
９
号
線
の
Ｊ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
給
油
所
前

交
差
点
で
交
通
安
全
関
係
の
看
板
を
掲
げ
通

行
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛

け
る
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
作
戦
も
実
施
さ
れ
た
。
�




